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五
月
三
十
日
を
中
心
に
ゴ

ミ
ゼ
ロ
運
動
が
行
わ
れ
ま

す
。
道
路
や
空
き
地
に
散
乱

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、

す
っ
か
り
定
着
し
た
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
日
」。
ゴ
（
５
）
ミ
（
３
）

ゼ
ロ
（
０
）
と
い
う
語
呂
合
わ
せ
か
ら
始
ま
っ
た
日
で
す
。

ご
近
所
と
一
緒
に
ご
み
を
拾
い
な
が
ら
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
も
図
れ
る
よ
う
な
一
日
に
し
た
い
で
す
ね
。
こ
の

日
か
ら
一
週
間
は
、
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
週
間

で
す
。
こ
れ
を
機
に
、
み
ん
な
で
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
。

し
た
ご
み
の
収
集
な
ど
を
自

治
会
単
位
で
行
い
ま
す
。
当

日
は
、
①
家
庭
ご
み
の
持
ち

出
し
を
し
な
い
②
分
別
方
法

は
、
市
が
配
布
す
る
ゴ
ミ
ゼ

ロ
運
動
専
用
の
袋
を
使
用

し
、
別
表
の
と
お
り
分
別
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
有

害
・
危
険
ご
み
用
の
袋
は
配

布
し
ま
せ
ん
の
で
、
参
加
さ

れ
る
皆
さ
ん
は
レ
ジ
袋
に
マ

ジ
ッ
ク
ペ
ン
な
ど
で
、
別
表

の
備
考
欄
の
よ
う
な
マ
ー
ク

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ご

み
は
、
自
治
会
ご
と
の
臨
時

集
積
場
に
集
め
て
く
だ
さ

い
。□問

環
境
保
全
課
�
７
１
５

０
―

６
0
8
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市
で
は
、
男
女
共
同
参
画

審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま

す
。男

女
平
等
意
識
の
定
着
や

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
、

男
女
が
共
に
参
画
す
る
こ
と

の
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社

江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

が
、
五
月
三
十
日
に
市
内
四

会
場
で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

運
動
を
展
開
す
る
拠
点

は
、
運
河
水
辺
公
園
を
は
じ

め
、
利
根
運
河
江
戸
川
合
流

部
、
富
士
橋
周
辺
、
そ
し
て

江
戸
川
河
川
敷
野
球
場
の
四

会
場
で
す
。
ご
み
の
分
別
方

法
や
レ
ジ
袋
の
記
入
な
ど
は

き
ょ
う
十
五
日
午
後
七
時

か
ら
、
N
H
K
教
育
テ
レ
ビ

の
人
気
番
組
「
サ
イ
エ
ン
ス

Z
E
R
O
」
で
、
市
内
の
三

輪
野
山
貝
塚
が
紹
介
さ
れ
ま

す
。
昨
年
五
月
に
、
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
の
研
究
チ
ー

ム
が
「
弥
生
時
代
の
始
ま
り

が
約
五
百
年
古
く
な
る
」
と

発
表
し
て
話
題
に
な
り
、
中

央
公
民
館
で
も
講
演
会
な
ど

が
開
か
れ
ま
し
た
。

番
組
で
は
、「
ハ
イ
テ
ク

考
古
学
」
を
テ
ー
マ
に
、
出

雲
大
社
出
土
の
柱
や
流
山
か

ら
出
土
し
た
土
器
か
ら
採
取

し
た
お●

こ●

げ●

に
含
ま
れ
る
炭

素
で
年
代
を
測
定
す
る
方
法

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
四

月
三
十
日
に
は
、
三
輪
野
山

貝
塚
に
同
博
物
館
の
小
林
謙

一
研
究
員
や
番
組
リ
ポ
ー
タ

ー
・
眞
鍋
か
を
り
さ
ん
ら
が

来
訪
し
、
現
場
撮
影
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□問
生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―

６
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ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
と
同
じ
で

す
。
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん
は

午
前
九
時
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ

の
会
場
に
お
集
ま
り
く
だ
さ

い
。
な
お
、
十
人
以
上
の
団

体
で
参
加
さ
れ
る
場
合
に
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
雨
天
の
場
合
に
は
、

江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
は

六
月
一
日
は
人
権
擁
護
委

員
の
日
で
す
。

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な

人
生
を
送
る
う
え
で
、
も
っ

と
も
大
切
な
権
利
で
す
。

市
で
は
、
人
権
擁
護
委
員

の
日
に
合
わ
せ
、
次
の
と
お

り
人
権
相
談
を
行
い
ま
す
。

学
校
に
不
審
者
が
侵
入
し

た
と
き
に
、
い
す
や
机
な
ど

を
使
っ
て
ど
の
よ
う
に
子
ど

も
た
ち
の
安
全
を
守
る
か
と

い
う
研
修
が
四
月
二
十
七

日
、
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
＝
写
真
。

流
山
警
察
署
の
協
力
を
得

て
行
っ
た
も
の

で
、
実
際
に
教

室
の
い
す
な
ど

を
使
っ
て
ど
の

よ
う
に
不
審
者

を
撃
退
す
る
か

な
ど
を
学
び
ま

し
た
。

本
来
、
安
全

で
あ
る
べ
き
学

校
で
外
部
侵
入
者
に
よ
る
犯

罪
が
増
え
て
い
ま
す
。
家
庭

や
学
校
で
、
そ
し
て
地
域
で
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
み
ん

な
で
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

□問
指
導
課
�
７
１
５
０
―

６
1
0
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▽
日
時
＝
６
月
１
日
�
10

時
〜
12
時
▽
場
所
＝
市
役
所

３
階
市
民
相
談
室
▽
内
容
＝

人
権
な
ど
に
関
す
る
お
悩
み

等
の
相
談
▽
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
会
場
へ

□問
秘
書
広
報
課
�
7
1
5

0
―

6
0
6
3

中
止
と
な
り
順
延
は
あ
り
ま

せ
ん
。

□問
環
境
保
全
課
�
７
１
５

０
―

６
０
８
３

会
を
実
現
す
る
た
め
、
市
で

は
、
平
成
十
四
年
三
月
に

「
流
山
市
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
回
、
こ
の
プ
ラ
ン
を
実

効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
た

め
、
男
女
共
同
参
画
審
議
会

で
、
そ
の
推
進
に
参
画
で
き

る
方
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、

任
命
さ
れ
た
方
は
、
住
所
、

氏
名
、
略
歴
な
ど
を
「
広
報

な
が
れ
や
ま
」
や
「
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
な
ど
で
公
表
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
対
象
＝
市
内
在
住
の
成

人
▽
募
集
人
数
＝
５
人
以
内

▽
任
期
＝
８
月
上
旬
か
ら
２

年
間
▽
応
募
方
法
＝
応
募
理

由
お
よ
び
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
た
考
え
を

８
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
５
月
31
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１
９

２
流
山
市
役
所
企
画
政
策
課

男
女
共
同
参
画
室
へ

□問
企
画
政
策
課
�
７
１
５

０
―

６
０
６
４

市の人口と予算

【人口・世帯】〈5月1日現在〉
合計＝151,828人 （＋144）（ ）内は前月比
男 ＝ 75,213人 （＋68）
女 ＝ 76,615人 （＋76）
世帯＝ 56,565世帯（＋216）
【予算】〈5月1日現在〉
一 般 会 計＝39,703,000千円
特別・企業会計＝37,302,013千円

男
女
共
同

参
画
社
会 地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
ひ
と
役

6
月
1
日
に
人
権
相
談

NHK「サイエンスZERO」

今夜7時から放送
市内発掘現場を紹介

審
議
会
委
員
を
募
集

30
日
に
江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

実
現
に
あ
な
た
の
力
を

4月30日、江戸川大学

の1年生がごみを拾いながら江戸川堤を歩く江戸川ウオーク

が行われました。環境デザイン学科などを持つ同大学の授業

として、約500人の学生や教員が、空き缶や雑誌などを拾い

ながら流山から　飾まで22キロを歩きました。

5月30日は
ゴミゼロの日

ごみ分別表

ごみの区分 ごみの種類 備考 

木の枝、紙くず、
布類など 

容器包装プラス
チックなど 

袋に プラ と
記入 

ペットボトル製
品 

袋に ぺ と
記入 

ガラス・革・ゴ
ム製品、飲料用
以外のびんなど 

袋に × と
記入 

飲料用のびん類
、缶類、ダンボ
ール等 

スプレー缶、ライ
ター、刃物類等 

袋にゴミゼロ   
 キ  と記入 

燃やすごみ 

プラスチック類 

ペットボトル 

燃やさないごみ 

資源ごみ 

有害・危険ごみ 

排土 排土 
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み
ん
な
で
き
れ
い
な
ま
ち
を

私たちもできるところから

川
を
見
直
そ
う

川
を
見
直
そ
う 

川
を
見
直
そ
う 

不
審
者
の
撃
退
法
を
学
ぶ

子
ど
も
た
ち
を
守
れ
！



五
月
は
「
消
費
者
月
間
」

で
す
。

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

関
連
を
は
じ
め
と
す
る
契
約

ト
ラ
ブ
ル
の
増
加
、
食
品
の

安
全
性
の
問
題
な
ど
、
暮
ら

し
の
安
全
・
安
心
に
か
か
わ

る
問
題
が
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
期
間
中
、
市
や
県
で

は
次
の
よ
う
な
催
し
を
行
い

ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

地
方
税
法
等
の
改
正
に
よ

り
、
人
口
段
階
別
の
税
率
区

分
が
廃
止
さ
れ
、
税
率
が
統

一
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
平
成
十
六
年
度
市
民
税

の
均
等
割
額
が
年
額
二
千
五

商
店
や
工
場
な
ど
で
使
わ

れ
て
い
る
計
量
器
（
は
か
り
）

を
対
象
に
、
県
計
量
検
定
所

で
は
、
計
量
法
に
基
づ
く
計

量
器
の
定
期
検
査
を
六
月
二

日
か
ら
市
役
所
な
ど
で
実
施

し
ま
す
。

こ
の
検
査
は
、
商
取
引
な

ど
の
正
確
性
や
安
全
性
を
確

保
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も

の
で
、
計
量
器
を
取
引
や
証

明
に
使
用
し
て
い
る
方
に
検

査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。商

店
や
工
場
な
ど
の
事
業

主
は
、
指
定
の
日
に
必
ず
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
／
場
所
＝
①
６
月

２
日
�
／
北
部
公
民
館
②
６

月
３
日
�
／
初
石
公
民
館
③

６
月
４
日
�
／
南
流
山
セ
ン

タ
ー
④
６
月
７
日
�
／
市
役

所
⑤
６
月
８
日
�
／
東
部
公

民
館
▽
時
間
＝
10
時
30
分
〜

15
時
（
た
だ
し
、
12
時
〜
13

時
を
除
く
）
▽
持
参
す
る
も

の
＝
計
量
器
（
増
お
も
り
、

分
銅
を
使
用
す
る
も
の
は
一

緒
に
）、
計
量
器
定
期
検
査

申
請
書
、
検
査
手
数
料
、
印

か
ん
▽
計
量
器
の
運
搬
方

法
＝
①
指
示
は
か
り
…
皿
の

下
に
、
か
い
物
（
ゴ
ム
、
新

聞
紙
な
ど
）
を
し
て
皿
が
振

動
に
よ
り
動
か
な
い
よ
う
に

す
る
②
台
は
か
り
…
増
お
も

り
台
お
よ
び
増
お
も
り
は
、

「
は
か
り
」
か
ら
取
り
は
ず

し
、
別
に
持
参
※
定
期
検
査

の
周
期
は
、
市
町
村
の
区
域

ご
と
に
２
年
に
１
回
実
施

□問
生
活
安
全
課
�
７
１
５

０
―

６
３
１
２

こ
と
し
、
新
築
や
増
改
築

が
完
了
し
た
家
屋
を
中
心
に

家
屋
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ

の
調
査
は
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
の
基
礎
と

な
る
家
屋
（
住
宅
や
店
舗
、

工
場
、
物
置
、
車
庫
な
ど
）

の
評
価
額
を
算
定
す
る
た

め
、
家
屋
の
構
造
や
各
部
分

（
屋
根
、
基
礎
、
柱
、
内
外

壁
な
ど
）
の
使
用
材
料
と
仕

上
げ
状
況
な
ど
を
調
べ
る
も

の
で
す
。

な
お
、
新
築
住
宅
に
は
、

税
の
減
額
措
置
が
あ
り
ま

す
。
減
額
と
な
る
の
は
、
居

住
部
分
（
併
用
住
宅
は
居
住

部
分
が
二
分
の
一
以
上
）
の

床
面
積
が
五
十
平
方
メ
ー
ト

ル
（
一
戸
建
以
外
の
貸
家
住

宅
は
、
三
十
五
平
方
メ
ー
ト

ル
）
以
上
二
百
八
十
平
方
メ

ー
ト
ル
以
下
の
場
合
で
、
期

間
は
新
築
後
三
年
間
ま
た
は

五
年
間
で
す
。
ま
た
、
家
屋

を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
調

査
の
と
き
に
調
査
員
に
告
げ

る
か
、「
家
屋
滅
失
届
」
を

資
産
税
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

□問
資
産
税
課
�
７
１
５
０

―

６
０
７
４

百
円
か
ら
三
千
円
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
県
民
税

の
均
等
割
額
は
、
本
年
度
も

千
円
（
年
額
）
で
す
。

ま
た
、
市
・
県
民
税
が
給

与
天
引
き
さ
れ
る
方
（
特
別

徴
収
）
は
、
会
社
等
に
平
成

十
六
年
度
市
・
県
民
税
特
別

徴
収
税
額
の
通
知
書
を
五
月

中
旬
に
、
自
営
業
者
等
個
人

で
納
税
さ
れ
る
方
（
普
通
徴

収
）
に
は
、
平
成
十
六
年
度

市
・
県
民
税
納
税
通
知
書
を

六
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

納
税
へ
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。□問

市
民
税
課
�
７
１
５
０

―

６
０
７
３

▽
定
員
＝
５
０
０
人
（
多
数

抽
選
）
▽
内
容
＝
「
し
っ
か

り
選
ぼ
う
　
消
費
者
の
知
恵

で
〜
み
ん
な
で
つ
く
る
食
の

安
全
・
安
心
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
中
村
靖
彦
さ
ん
（
内
閣

府
食
品
安
全
委
員
会
委
員
）

の
講
演
▽
申
し
込
み
＝
５
月

24
日
ま
で
に
電
話
で
県
庁
県

民
生
活
課
へ

□問
県
庁
県
民
生
活
課
�
０

４
３
―

２
２
３
―

２
２
９
６

総務省と経済産業省では6月1日、

事業所・企業統計調査、商業統計調

査、サービス業基本調査を1枚の調

査票で同時に行います。対象は、全

国すべての民営の事業所です。

この調査は、統計法に基づいて実

施される国の重要な調査で、提出さ

れた調査票を統計の目的以外に使用

することはありません。5月中旬か

ら、調査員が各事業所に伺いますの

で、ご協力をお願いします。

□問企画政策課�７１５０－６０６４

市
民
税
の
均
等
割
額

今
年
度
か
ら
改
正
に

家
屋
調
査
を
実
施
中

新
築
・
増
改
築
の
家
屋
を
中
心
に

お気軽に消費生活相談のご利用を

����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

悪
質
商
法
に
ご
用
心
！

自衛隊による爆弾回収作業

回収された爆弾と銃弾類

四
月
二
十
二
日
、
江
戸
川

の
旧
流
山
橋
付
近
で
、
旧
日

本
軍
が
訓
練
に
使
用
し
た
爆

弾
八
個
と
小
火
器
弾
な
ど
十

個
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。
国

土
交
通
省
江
戸
川
河
川
事
務

所
の
要
請
を
受
け
、
陸
上
自

衛
隊
東
部
方
面
後
方
支
援
隊

第
一
〇
二
不
発
弾
処
理
隊
二

人
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地

方
総
監
部
横
須
賀
警
備
隊
水

中
処
分
隊
五
人
が
撤
去
作
業

に
あ
た
り
、
十
五
キ
ロ
コ
ン

ク
リ
ー
ト
訓
練
爆
弾
（
信
管

な
し
）
五
個
と
四
キ
ロ
演
習

爆
弾
（
火
薬
な
し
）
三
個
を

回
収
し
た
も
の
で
、
い
ず
れ

も
爆
発
の
危
険
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
小

銃
弾
二
個
、
機
関
銃
弾
三
個
、

機
関
砲
弾
四
個
、
小
型
爆
弾

弾
頭
一
個
も
回
収
さ
れ
、
現

在
、
陸
上
自
衛
隊
が
保
管
し

て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
旧
日
本
軍

が
旧
流
山
橋
の
橋
脚
下
に
爆

弾
を
処
分
し
た
と
い
う
噂
が

あ
っ
た
た
め
、
昨
年
九
月
、

市
が
国
土
交
通
省
江
戸
川
河

川
事
務
所
に
調
査
要
望
し
た

も
の
で
、
三
月
に
も
コ
ン
ク

リ
ー
ト
爆
弾
を
一
個
回
収
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
探
査
は
七
月
を
目

途
に
引
き
続
き
行
わ
れ
ま

す
。□問

企
画
政
策
課
�
７
１
５

０
―

６
０
６
４

統計調査　にご協力を
対象は民営事業所

な
ど

新規浄水場のイメージパース

四
月
三
十
日
、
西
初
石
五

丁
目
地
先
で
新
規
浄
水
場
建

設
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

新
規
浄
水
場
は
、
平
成
十

七
年
秋
に
開
業
と
な
る
「
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
の
沿

線
整
備
に
よ
る
給
水
人
口
と

給
水
量
の
増
加
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
建
設
さ
れ
る
も
の

樹
木
や
森
林
は
、
地
球
環

境
や
人
間
の
健
康
的
な
生
活

に
と
っ
て
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。
地
球

温
暖
化
の
防
止
を
は

じ
め
、騒
音
や
風
害
、

土
砂
崩
れ
な
ど
の
災

害
を
防
ぐ
な
ど
、
安

心
で
潤
い
の
あ
る
暮

ら
し
を
支
え
て
い
ま

す
。�

千
葉
県
緑
化
推

進
委
員
会
で
は
、
新

緑
の
シ
ー
ズ
ン
に
合

わ
せ
、
県
内
一
斉
に
「
緑
の

募
金
運
動
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

募
金
は
、
学
校
や
公

園
な
ど
の
公
共
施
設

の
緑
化
な
ど
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。

市
役
所
や
市
内
の

公
民
館
・
出
張
所
に

今
月
二
十
七
日
ま
で

募
金
箱
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

□問
�
千
葉
県
緑
化

推
進
委
員
会
�
０
４
３
８
―

６
０
―

１
５
２
１

で
、
一
万
三
千
平
方
メ
ー
ト

ル
の
敷
地
内
に
、
地
上
四
階
、

地
下
一
階
、
延
べ
床
面
積
四

千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
事

務
室
・
電
気
室
・
ポ
ン
プ
室

と
配
水
池
、
配
水
ポ
ン
プ
を

備
え
た
施
設
。
一
日
当
た
り

の
計
画
給
水
量
が
一
万
七
千

七
百
立
方
メ
ー
ト
ル
。
さ
ら

に
中
央
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
運
転
管
理
を
行
い
、

既
設
の
浄
水
場
が
無
人
化
さ

れ
、
大
幅
な
経
費
の
削
減
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

安
全
祈
願
祭
は
、
市
や
工

事
関
係
者
約
五
十
人
が
出
席

し
、
鍬
入
れ
な
ど
が
行
わ
れ
、

工
事
中
の
無
事
故
を
祈
り
ま

し
た
。

□問
給
水
課
�
７
１
５
９
―

３
２
３
３

浄
水
場
の
建
設
工
事
始
ま
る

新
規

平
成
18
年
4
月
稼
働
を
目
指
す

緑の募金にご協力を 

江戸川江戸川の爆弾回収爆弾回収 
爆発の危険爆発の危険なし 

江戸川の爆弾回収 
爆発の危険なし 

5月は消費者月間 5月は消費者月間 
平成16年５月15日（土曜日） （２）第１０６６号

計
量
器（
は
か
り
）の
定
期
検
査

6
月
2
日
か
ら
市
内
5
会
場
で

消
費
生
活
パ
ネ
ル
展

最
近
多
発
し
て
い
る
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
を
狙
っ
た

点
検
商
法
や
身
に
覚
え
が
な

い
有
料
番
組
料
金
の
請
求
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
、
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
＝
５
月
29
日
�
〜

６
月
３
日
�
▽
時
間
＝
10
時

〜
▽
場
所
＝
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
流
山
店
２
階
ふ
れ
あ
い

ギ
ャ
ラ
リ
ー

□問
生
活
安
全
課
�
７
１
５

０
―

６
３
１
２

消
費
生
活
相
談

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
市
民
の
豊
か
で
安
全
な

消
費
生
活
の
た
め
に
、
悪
質

商
法
・
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

▽
受
付
時
間
＝
毎
週
月
〜

金
曜
９
時
〜
12
時
、
13
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー

□問
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
８
―

０
９
９
９
　

消
費
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
千

葉
▽
日
時
＝
６
月
２
日
�
12

時
30
分
〜
15
時
30
分
▽
場

所
＝
県
教
育
会
館
（
千
葉
市
）



（３） 平成16年５月15日（土曜日） 第１０６６号

★印のあるものは市主催のものです 

★
普
通
救
命
実
技
講
習
会

▽
日
時
＝
６
月
５
日
�
13

時
〜
16
時
▽
場
所
＝
文
化
会

館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
／

30
人
（
先
着
順
）
▽
内
容
＝

救
命
の
知
識
と
技
術
の
習
得

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
き
ょ
う
15
日
か
ら
電
話

で
中
央
消
防
署
へ

□問
中
央
消
防
署
�
７
１
５

８
―

０
１
１
９

★
家
庭
教
育
合
同
講
演
会

▽
日
時
＝
５
月
29
日
�
13

時
30
分
〜
15
時
30
分
▽
場

所
＝
文
化
会
館
▽
定
員
＝
１

０
０
０
人
（
先
着
順
）
▽
テ

ー
マ
＝
子
ど
も
が
危
な
い
！

〜
メ
デ
ィ
ア
漬
け
と
子
ど
も

の
危
機
▽
講
師
＝
清
川
輝
基

さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研

究
所
専
門
委
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
子
ど
も
劇
場
全
国
セ
ン

タ
ー
」
代
表
理
事
）
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
会
場
へ

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８

―

３
４
６
２

★
博
物
館
子
ど
も
教
室

「
絵
画
教
室
」

▽
日
時
＝
５
月
29
日
�
13

時
30
分
〜
15
時
30
分
▽
場

所
＝
杜
の
ア
ト
リ
エ
黎
明
▽

対
象
／
定
員
＝
市
内
の
小
・

中
学
生
／
20
人
（
先
着
順
）

▽
内
容
＝
本
物
の
ア
ト
リ
エ

で
静
物
や
風
景
を
水
彩
で
描

く
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち

物
＝
水
彩
用
具
、
鉛
筆
、
ス

ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
な
ど
▽
申
し

込
み
＝
き
ょ
う
15
日
９
時
か

ら
電
話
で
市
立
博
物
館
へ

□問
市
立
博
物
館
�
７
１
５

９
―

３
４
３
４

★
広
報
づ
く
り
講
座

公
民
館
と
江
戸
川
大
学
の

共
催
に
よ
る
「
広
報
づ
く
り

講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
、
新

し
い
時
代
の
地
域
広
報
誌

（
紙
）
づ
く
り
の
講
座
で
す
。

自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
サ
ー

ク
ル
な
ど
で
、
「
広
報
誌

（
紙
）
を
作
り
た
い
け
ど
方

法
が
分
か
ら
な
い
」、「
パ
ソ

コ
ン
を
持
っ
て
い
る
け
ど
、

う
ま
く
活
用
で
き
な
い
」
と

い
う
方
、
一
緒
に
学
習
し
ま

せ
ん
か
。

▽
日
程
＝
６
月
５
日
〜
７

月
３
日
の
毎
週
土
曜
（
全
５

回
）
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

▽
場
所
＝
江
戸
川
大
学
（
駒

木
）
▽
対
象
／
定
員
＝
パ
ソ

コ
ン
の
文
字
入
力
が
で
き
る

方
／
34
人
（
先
着
順
）
▽
内

容
＝
情
報
社
会
の
広
報
の
重

要
性
な
ど
の
講
義
お
よ
び
パ

ソ
コ
ン
実
習
▽
参
加
費
＝
１

０
０
０
円
（
教
材
費
）
▽
持

ち
物
＝
未
使
用
の
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ

Ｗ
と
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク

（
各
１
枚
）
▽
申
し
込
み
＝

き
ょ
う
15
日
か
ら
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
文
化
会
館

へ
□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８

―

３
４
６
２
／
�
７
１
５
８

―

３
４
4
２
　

★
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

プ
ラ
ザ
館
の
教
室

▽
日
時
＝
６
月
２
日
〜
12

月
１
日
の
第
１
・
３
水
曜

（
８
月
を
除
く
）
13
時
〜
16

時
▽
場
所
＝
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ
館
▽
対
象
／

定
員
＝
市
民
／
20
人
（
多
数

抽
選
）
▽
内
容
＝
和
服
地
を

利
用
し
て
洋
服
を
作
成
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
リ
サ
イ
ク

ル
洋
裁
教
室
（
初
心
者
向

け
）」
希
望
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
（
返
信
用
に
も
宛

名
）
を
明
記
し
、
５
月
24
日

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０

―
０
１
７
４
流
山
市
下
花
輪

１
９
１
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

へ
□問
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�

７
１
５
７
―

８
２
５
０
　

健
康
体
操
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
養
成
講
座
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
Ｃ
＆
Ｃ
ク
ラ
ブ
」
主
催
）

Ｃ
＆
Ｃ
ク
ラ
ブ
は
、
市
民

が
い
つ
ま
で
も
元
気
に
生
き

が
い
を
持
っ
て
生
活
で
き
る

街
づ
く
り
を
目
的
に
活
動

中
。こ

の
た
び
、
高
齢
者
の
寝

た
き
り
防
止
と
、
一
般
成
人

の
生
活
習
慣
病
予
防
策
と
し

て
、
運
動
生
理
学
に
基
づ
く

正
し
い
運
動
の
仕
方
を
普
及

す
る
た
め
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
養
成
講
座
を
開
設
。

▽
期
日
／
場
所
＝
①
５
月

23
日
	
／
初
石
公
民
館
（
講

義
）
②
５
月
30
日
	
／
流
山

青
年
の
家
（
実
技
）
▽
時

間
＝
い
ず
れ
も
13
時
〜
15
時

▽
対
象
／
定
員
＝
地
域
活
性

化
の
指
導
者
に
な
る
意
欲
が

あ
る
方
／
20
人
（
先
着
順
）

▽
内
容
＝
有
酸
素
運
動
（
正

し
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
仕

方
）
②
転
倒
防
止
の
た
め
の

筋
力
強
化
運
動
③
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
ほ
か
▽
講
師
＝
金
子

光
枝
さ
ん
（
厚
生
労
働
省
認

定
健
康
運
動
指
導
士
）
▽
参

加
費
＝
２
０
０
０
円
（
２
回

分
）
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で

Ｃ
＆
Ｃ
ク
ラ
ブ
・
上
矢
へ

（
８
時
〜
12
時
）

□問
Ｃ
＆
Ｃ
ク
ラ
ブ
・
上
矢

�
７
１
５
４
―

１
３
２
５

高
齢
者
の
再
就
職
を
め
ざ

す
パ
ソ
コ
ン
講
座

▽
日
程
＝
６
月
１
日
〜
24

日
の
９
時
〜
16
時
（
土
・
日

曜
を
除
く
全
18
回
）
▽
場

所
＝
富
士
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

専
門
学
校
（
Ｊ
Ｒ
北
小
金
駅

南
口
）
▽
対
象
／
定
員
＝
お

お
む
ね
60
〜
65
歳
で
就
職
を

希
望
し
、
総
務
・
経
理
の
実

務
経
験
が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
が
で
き
る
方
／

24
人
（
多
数
抽
選
）
▽
内

容
＝
総
務
・
経
理
に
生
か
せ

る
パ
ソ
コ
ン
講
座
▽
参
加

費
＝
１
７
０
０
円
程
度
（
教

材
費
）
▽
申
し
込
み
＝
往
復

ハ
ガ
キ
に
「
高
齢
者
の
再
就

職
を
め
ざ
す
パ
ソ
コ
ン
講
座

希
望
」、
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
（
返
信

用
に
も
宛
名
）
を
明
記
し
、

５
月
21
日
（
必
着
）
ま
で
に

〒
２
７
０
―
０
１
１
４
流
山

市
東
初
石
３
―
１
０
３
―
18

流
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ

□問
流
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
�
７
１
５
５
―

３

６
６
９

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

▽
日
時
＝
５
月
19
日
�
15

時
〜
16
時
▽
場
所
＝
森
の
図

書
館
▽
内
容
＝
人
形
劇
「
さ

る
か
に
か
っ
せ
ん
」
ほ
か
▽

出
演
＝
人
形
劇
団
タ
ッ
プ
▽

入
場
料
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
森
の
図
書
館
�
７
１
５

２
―

３
２
０
０

学
童
保
育
所
の
指
導
員
募

集
▽
場
所
＝
あ
ず
ま
学
童
ク

ラ
ブ
（
名
都
借
）
▽
募
集
人

員
＝
２
人
▽
内
容
＝
東
小
学

校
１
〜
３
年
生
の
放
課
後
保

育
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
あ
ず
ま
学
童
ク
ラ
ブ
�

７
１
４
６
―

８
５
５
８
　

★
公
民
館
運
営
審
議
会

▽
日
時
＝
５
月
20
日
�
15

時
〜
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽

内
容
＝
中
高
年
者
の
学
習
を

支
援
す
る
公
民
館
事
業
の
あ

り
方
に
つ
い
て

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８

―

３
４
６
２

★
水
道
事
業
運
営
審
議
会

▽
日
時
＝
５
月
21
日
�
13

時
30
分
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

▽
内
容
＝
①
平
成
15
年
度
決

算
の
見
込
み
②
市
内
浄
水
場

の
視
察

□問
水
道
局
庶
務
課
�
７
１

５
９
―

５
３
１
５

★
行
財
政
改
革
審
議
会

▽
日
時
＝
５
月
25
日
�
10

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所
▽
内

容
＝
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

（
午
前
…
行
政
、
午
後
…
財

政
）□問

行
政
改
革
推
進
課
�
７

１
５
０
―

６
０
７
８

「
手
賀
沼
・
印
旛
沼
・
根

木
名
川
圏
域
河
川
整
備
計
画

（
案
）」
の
閲
覧

▽
期
間
＝
５
月
17
日
〜
６

月
18
日
（
土
・
日
曜
を
除
く
）

▽
場
所
＝
市
河
川
課
、
県
河

川
計
画
課
（
千
葉
市
）、
東

葛
飾
地
域
整
備
セ
ン
タ
ー
調

整
課
（
松
戸
市
）

□問
市
河
川
課
�
７
１
５
０

―

６
０
９
５
／
県
河
川
計
画

課
�
０
４
３
―

２
２
３
―

３

１
５
６
／
東
　
飾
地
域
整
備

セ
ン
タ
ー
調
整
課
�
０
４
７

―

３
６
４
―

５
１
３
６

「
わ
く
わ
く
体
験
楽
校
」

（
流
山
市
青
少
年
相
談
員
南

部
地
区
主
催
）（
全
４
回
）

▽
日
程
／
テ
ー
マ
＝
①
６

月
20
日
／
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ

キ
ン
グ
②
９
月
５
日
／
地
域

の
人
と
ふ
れ
あ
お
う
③
10
月

17
日
／
流
山
を
再
発
見
！
④

12
月
５
日
／
修
学
旅
行
（
バ

ス
遠
足
）
※
い
ず
れ
も
日
曜

９
時
〜
16
時
（
②
は
９
時
〜

12
時
）
▽
対
象
／
定
員
＝
市

内
の
小
学
４
〜
６
年
生
で
、

６
月
13
日
に
実
施
す
る
事
前

説
明
会
お
よ
び
全
日
程
（
①

〜
④
）
に
出
席
で
き
る
方
／

30
人
（
先
着
順
）
▽
参
加

費
＝
５
０
０
円
（
傷
害
保
険

料
）
▽
申
し
込
み
＝
５
月
17

日
か
ら
電
話
で
青
少
年
課
へ

□問
青
少
年
課
�
７
１
５
０

―

６
１
０
７

自
動
車
税
の
夜
間
・
休
日

納
税
窓
口
の
開
設

こ
と
し
の
自
動
車
税
の
納

期
限
は
、
五
月
三
十
一
日
で

す
。
県
で
は
、
平
日
の
昼
間

に
金
融
機
関
等
の
窓
口
を
利

用
で
き
な
い
方
々
の
た
め

に
、
夜
間
・
休
日
納
税
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。

▽
窓
口
開
設
日
／
時
間
＝

①
夜
間
納
税
窓
口
…
５
月
28

日
�
・
31
日
�
／
20
時
ま
で

②
休
日
納
税
窓
口
…
５
月
29

日
�
・
30
日
	
／
９
時
〜
17

時
▽
場
所
＝
各
県
税
事
務

所
、
自
動
車
税
事
務
所
（
支

所
を
除
く
）

□問
松
戸
県
税
事
務
所
�
０

４
７
―

３
６
１
―

２
１
１
２

イ　ベ　ン　ト

市民伝言板
このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館に
ある掲載申込書に必要事項を記入のうえ、掲載希望号の１カ月
前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日時・
場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間でする
ようにお願いします。
□問秘書広報課�７１５０－６０６３

そ
の
他

常磐自動車道測定結果（平成16年3月）

�昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベルの協定値を超えた時間
�連続した3カ月間に日平均値が0.04ppmを超えた日数（0.06ppmを超えた日数）
�日平均値が0.10�／�を超えた日が２日以上連続したことの有無

項　　目

�騒音

�NO2

�SPM

�日平均
交通量

若葉台

時　間 22 77 12 36

西初石 東初石 青　田

日 0（0） 0（0） 4（0） 0（0）

有　無 無 無 無 無

上　り

47,034台 49,347台 96,381台

下　り 合　計

講
座
・
講
演

資
格
・
求
人

映
画
・
公
演

施
策
会
議
傍聴可

今月は28日に　 
第193回 

▽日時＝5月28日�12時15分～▽場所＝市役所市民
ギャラリー▽テーマ＝第13回新人演奏会～羽ばたけ、
遥かなる大空へ～▽出演／曲目＝①吉川祐子／愛の挨
拶、前奏曲 嬰ト短調作品32―12（ピアノ）②滝口沙
織／運命の力より｢神よ平和を与えたまえ｣（ソプラノ）
③白井崇陽／ヘイレカティー（ヴァイオリン）④小嶋
さや佳／スペイン組曲より｢セビリヤ｣（ピアノ）⑤針
生公博・大塚彩子／アフリカン・ブルース（マリンバ）
□問生涯学習課�７１５０－６１０６

絵画の展示会（四季の会主催）＝5月17日�～23日	
9時～15時、流山郵便局。入場無料□問鳥光�７１５２－
３４０７

流山市華道振興会北ブロック華展＝①5月22日�12時

～17時②5月23日	9時～16時、いずれも北部公民館。

入場無料□問余語�７１５２－４５４１
初心者カヌー講習会（流山カヌー同好会主催）＝5月

23日、6月13日の日曜いずれも9時30分～15時、加六丁

目地先江戸川堤。参加費3,000円□問 酒巻�７１５９－０
９２２

友愛セール（バザー）（全国友の会流山支部主催）＝

①5月26日�10時30分～12時、初石公民館②5月31日�
10時～12時、南流山センター。入場無料□問 岩田�７１
５５－３８２８

弓道初心者教室（流山市弓道連盟主催）＝5月29日～

6月26日の土・日曜（全8回）、流山北高校。参加費

3,000円※定員20人□問福井�７１５４－３２２１
第28回「春陽音楽会」＆第3回「C＆Cクラブ・庭雅

会絵手紙展（音楽サークルHatsu主催）＝5月30日	12

時～18時、初石公民館。入場無料□問 小平�７１５２－
３４６８

春の江戸川堤を歩く―水と遊ぶ①（流山市立博物館

友の会主催）＝5月30日	野田市駅前（9時集合）→利

根運河→流山加岸（15時着予定）。野鳥と野草、江戸川

の渡し場や歴史に詳しい講師と自然探訪。参加費300円

□問新保�７１５４－６７４６
ハワイアンフラを通して異文化を体験しましょう

（カ・レイアロハ流山主催）＝6月3日�10時～11時30分、

平和台福祉会館。参加費500円□問 橋�７１５０－０４
７２

カントリーダンス無料講習会（カントリーダンスク

ラブ「ニューヨーク」主催）＝6月4日�・5日�19時～

20時30分、南流山センター□問三沢�７１５８－７９１０

消費税および地方消費税は、納付
の期限までにきちんと納付してくだ
さい。
納期限を過ぎると延滞税がかかる
ほか、督促状が送付され、財産の差
し押さえを受ける場合があります。
□問 松戸税務署�０４７－３６３－
１１７１

事業主の皆さまへ

各家庭に設置されている水道メーターで、検定
期間（設置後8年経過）が満了するメーターの交
換を実施します。交換対象となる家庭に、市指定
の水道工事店が訪問し交換工事を行います。
▽期間＝5月16日～12月28日の予定▽費用＝無
料※交換対象となる家庭には、5月10日に｢水道メ
ーター器交換のお知らせハガキ｣を送付しています
□問水道局業務課�７１５９－５３１１

水道メーターを交換



平成16年５月15日（土曜日） （４）第１０６６号

「広報ながれやま」は再生紙を使用しています

公
民
館
と
流
山
青
年
会
議

所
の
共
催
に
よ
る
「
オ
リ
ジ

ナ
ル
・
ル
ア
ー
づ
く
り
親
子

体
験
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

物
づ
く
り
の
楽
し
さ
、
難

し
さ
を
体
感
し
な
が
ら
、
親

子
で
一
緒
に
「
世
界
に
た
っ

た
ひ
と
つ
だ
け
の
ル
ア
ー

（
疑
似
餌
）」
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

自
分
で
作
っ
た
ル
ア
ー
で

魚
を
釣
っ
た
と
き
の
感
動

は
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
宝

物
に
な
る
は
ず
で
す
。

▽
日
程
＝
６
月
12
日
・
19

日
の
土
曜
13
時
30
分
〜
16
時

30
分
※
２
日
間
で
完
成
▽
場

所
＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
市
内
在
住
の
小
学
生
と

そ
の
親
／
25
組
（
先
着
順
）

▽
参
加
費
＝
１
０
０
０
円

（
ル
ア
ー
１
個
の
材
料
費
）

市
内
中
学
校
で
英
語
の
授

業
を
担
当
し
て
い
る
外
国
人

の
英
語
指
導
助
手
と
、
流
山

の
史
跡
（
市
役
所
近
辺
）
を

散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

共
に
散
策
し
な
が
ら
、
気

軽
に
英
会
話
を
楽
し
ん
で
み

た
い
方
、
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
６
月
１
日
�
９

時
30
分
（
集
合
）
〜
15
時
※

小
雨
決
行
▽
集
合
場
所
＝
市

役
所
駐
車
場
▽
対
象
／
定

員
＝
市
内
在
住
の
英
語
初

級
・
中
級
者
／
30
人
程
度

（
先
着
順
）
▽
散
策
場
所
＝

葛
飾
県
印
旛
県
庁
跡
（
市
立

博
物
館
）、
閻
魔
堂
、
近
藤

勇
陣
屋
跡
、
一
茶
双
樹
記
念

館
、
赤
城
神
社
、
流
山
糧
秣

廠
跡
な
ど
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
５
月
17
日
か

ら
電
話
で
指
導
課
へ
※
５
月

28
日
の
12
時
で
締
め
切
り

□問
指
導
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
５

近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る

「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
は
、
主

に
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
と
若
い

と
き
か
ら
の
生
活
習
慣
が
原

因
と
な
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

特
に
中
高
年
以
降
に
多
く
見

ら
れ
、
骨
量
が
減
っ
て
骨
の

中
が
ス
カ
ス
カ
に
な
っ
て
い

て
も
自
覚
症
状
が
な
い
た

め
、
骨
折
や
痛
み
が
出
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
気
付
く
こ

と
が
多
い
病
気
で
す
。

「
骨
こ
つ
ア
ッ
プ
教
室
」

で
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
効
率

よ
く
摂
る
た
め
の
食
事
や
適

度
な
刺
激
で
骨
を
丈
夫
に
す

る
た
め
の
運
動
、
歯
に
与
え

る
影
響
な
ど
、
骨
粗
し
ょ
う

症
の
予
防
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。▽

日
程
／
内
容
＝
①
５
月

24
日
�
10
時
〜
12
時
／
骨
粗

し
ょ
う
症
予
防
に
つ
い
て
の

講
義
、
運
動
実
技
②
５
月
26

日
�
10
時
〜
15
時
／
調
理
実

習
、
歯
の
話
▽
場
所
＝
保
健

セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定
員
＝

市
内
在
住
の
50
歳
以
上
の

方
／
30
人
（
先
着
順
）
▽
参

加
費
＝
４
５
０
円
程
度
（
調

理
実
習
材
料
費
）
▽
持
ち

物
＝
筆
記
用
具
（
24
日
は
運

動
し
や
す
い
服
装
と
室
内
用

の
運
動
靴
、
26
日
は
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
）
▽

申
し
込
み
＝
17
日
か
ら
電
話

で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
４
―

０
３
３
１

【
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ

ン
ク
ー
ル
】

▽
対
象
＝
平
成
15
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
16
年
３
月
31

日
ま
で
に
、
３
歳
児
歯
科
健

康
診
査
を
受
診
し
た
市
内
在

住
の
幼
児
と
そ
の
親
（
父
親

の
参
加
も
可
）
▽
１
次
審

査
＝
６
月
10
日
�
▽
応
募
方

法
＝
５
月
31
日
ま
で
に
電
話

で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

【
高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ

ン
ク
ー
ル
】

▽
対
象
＝
４
月
１
日
現
在

80
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

で
、
自
分
の
歯
（
さ
し
歯
、

か
ぶ
せ
た
歯
も
可
）
を
20
本

以
上
持
つ
方
▽
１
次
審
査
＝

６
月
10
日
�
▽
応
募
方
法
＝

５
月
31
日
ま
で
に
電
話
で
保

健
セ
ン
タ
ー
へ

【
８
０
２
０
運
動
普
及
標

語
】▽

対
象
＝
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
▽
作
品
＝
歯

科
疾
患
（
む
し
歯
お
よ
び
歯

周
病
）
の
予
防
に
関
す
る
も

の
▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に

作
品
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、電
話
番
号
を
明
記
し
、

６
月
７
日
（
必
着
）
ま
で
に

〒
２
７
０
―
０
１
２
１
流
山

市
西
初
石
４
―
１
４
３
３
―

１
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

【
８
０
２
０
運
動
普
及
作

文
】▽

対
象
＝
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
20
歳
以
上
の
方

▽
作
品
＝
歯
科
疾
患
（
む
し

歯
お
よ
び
歯
周
病
）
の
予
防

に
関
す
る
も
の
※
４
０
０
字

詰
め
原
稿
用
紙
５
枚
以
内

（
縦
書
き
）、
未
発
表
の
自
作

品
に
限
る
▽
応
募
方
法
＝
作

品
の
題
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
６
月
７
日

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０

―
０
１
２
１
流
山
市
西
初
石

４
―
１
４
３
３
―
１
保
健
セ

ン
タ
ー
へ

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
４
―

０
３
３
１

※
親
子
で
複
数
作
成
可
▽
持

ち
物
＝
カ
ッ
タ
ー
、
軍
手
、

ぞ
う
き
ん
、
新
聞
紙
▽
申
し

込
み
＝
参
加
者
全
員
の
氏

名
、
住
所
、
学
校
名
・
学
年
、

ル
ア
ー
作
成
希
望
数
を
明
記

し
、
15
日
か
ら
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
文
化
会
館
へ

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８

―

３
４
６
２
／
�
７
１
５
８

―

３
４
４
２

親
子
で
体
験
教
室
を

食
事
と
運
動
で
丈
夫
な
骨
づ
く
り

骨
こ
つ
ア
ッ
プ
教
室
に
参
加
を

英
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
史
跡
め
ぐ
り

英
語
講
座
の
参
加
者
募
集

6
月
12
日
・
19
日
に
文
化
会
館
で

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

詩

小
林
稔
　
選
（
流
山
市
前
平
井
88
‐
7
）

俳句

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

カ
レ
ー
の
香
い
つ
も
の
路
地
の
春
の
闇
　
　

波
が
寄
せ
春
が
寄
せ
ゐ
る
九
十
九
里
　
　
　

散
り
て
な
ほ
色
あ
ざ
や
か
な
落
椿

竹
の
秋
乾
き
し
風
と
な
り
に
け
り

さ
く
ら
咲
く
何
事
も
な
く
さ
く
ら
咲
く

【
評
】
一
句
目
　
新
鮮
な
春
の
景
で
あ
る
。
カ
レ
ー
と
い
う
庶
民
の
中
で
も
親
し
ま
れ
て
い

る
香
り
。
路
地
の
闇
か
ら
一
家
族
の
食
事
の
団
欒
風
景
が
快
く

わ
れ
る
。

二
句
目
　
中

七
の
春
が
寄
せ
る
と
い
う
措
辞
で
句
の
焦
点
が
決
ま
っ
た
。
九
十
九
里
と
い
う
固
有
名
詞

も
万
全
で
、
大
洋
の
渚
を
打
つ
波
の
寄
せ
方
ま
で
が
絵
的
に
解
き
明
か
さ
れ
て
い
る
。

三

句
目
　
落
椿
の
椿
ら
し
い
一
瞬
の
華
や
ぎ
が
何
と
も
味
が
あ
り
、
俳
句
の
彩
り
を
十
分
に

生
か
し
て
い
る
。

四
句
目
　
若
干
技
巧
の
優
っ
た
句
意
。
竹
は
春
が
秋
、
秋
が
春
と
い

う
約
束
が
あ
る
。
竹
は
春
に
落
葉
を
す
る
か
ら
で
あ
る
。
線
描
の
絵
を
思
わ
せ
る
。

五

句
目
　
平
明
に
詠
ん
で
心
に
余
情
を
残
す
句
柄
で
あ
る
。
花
の
心
を
思
い
花
の
心
に
浸
り
、

そ
し
て
花
の
心
を
我
が
物
に
し
た
詠
草
で
あ
る
。

麦
　
秋

松
　
ケ
　
丘
　
　
皆
川
　
春
安

ひ
と
り
寝
転
ぶ
丘
の
上

雲
が
空
を
な
が
れ
て
い
く

若
草
の
草
い
き
れ

遠
く
汽
笛
が
走
り
す
ぎ
て

泳
ぎ
渡
っ
た
向
こ
う
岸

少
女
が
ひ
と
り
拍
手
し
て

得
意
に
な
っ
て
い
た
あ
の
こ
ろ
の
私

黄
色
い
穂
が
広
が
り
波
打
ち

麦
の
収
穫
の
時
だ
っ
た

歳
月
に
忘
れ
ら
れ
た
故
郷
の

な
つ
か
し
い
思
い
出
ば
か
り
が

頭
上
を
よ
ぎ
っ
て
い
く

さ
ら
ば
青
春
の
日
日

気
が
つ
け
ば
今
は

も
う
す
ぐ
夏
で
あ
る

【評】若かったころの一日がふと脳裡をかすめるときが
ある。永遠に還らないものへのノスタルジーが私たちに
はある。青春時の風景もまた記憶のなかにしかない。そ
れほど昔のことでもないのに、風物は一変してしまっ
た。老いとは人生の刈り入れをすることである。だが、
麦の収穫期、つまり秋は五月ないし六月なのだ。気がつ
けばまたも夏である。これからの新しい人生が私たちを
歓迎してくれるだろう。

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い

向
　
小
　
金
　
相
川
　
　
豊

向
　
小
　
金
　
関
口
　
條
山

江
戸
川
台
東
　
浅
利
　
ミ
チ

富
士
見
台
　
後
閑
　
達
雄

松
　
ケ
　
丘
　
皆
川
　
春
海

春
雨
に
見
知
ら
ぬ
女
の
差
し
延
べ
る
相
合
傘
は
老
い
の
気
安
さ

西
　
初
　
石
　
岡
田
正
五
郎

六
弦
を
爪
引
く
我
の
指
先
は
母
想
い
出
す
ロ
マ
ン
ス
音
曲

宮
　
　
　
園
　
佐
藤
　
好
子

職
退
き
て
湖
釣
り
た
の
し
む
舟
持
つ
と
う
夢
を
果
さ
ず
夫
は
逝
き
た
り

若
　
葉
　
台
　
舟
橋
　
房
子

【
評
】
岡
田
氏
　
平
明
な
調
べ
に
し
み
じ
み
と
し
た
味
わ
い
が
、
さ
り
げ
な
く
、
一
直
線
に

描
写
、
表
現
さ
れ
て
お
り
、
自
己
認
識
に
よ
る
「
老
い
」
の
名
残
の
風
情
と
、
言
外
の
情

趣
が
伝
わ
り
、
春
雨
の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
息
吹
は
天
の
配
剤
で
あ
る
。
佐
藤
氏
　
母
恋
の

切
々
た
る
真
情
の
流
露
し
た
琴
に
気
負
わ
ず
、
実
感
と
し
て
の
生
活
の
一
端
が
表
白
さ
れ
、

迫
っ
て
く
る
。
母
と
娘
の
全
身
的
な
追
憶
は
結
句
「
ロ
マ
ン
ス
」
の
音
曲
が
生
彩
を
放
ち
、

主
体
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
た
手
法
が
効
い
て
い
る
。
舟
橋
氏
　
夫
の
夢
と
現
実
の
狭

間
、
理
想
は
永
訣
の
黒
い
影
絵
を
引
き
ず
り
な
が
ら
、
作
者
の
悲
哀
が
吐
露
さ
れ
た
佳
品
。

作
歌
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
何
を
」「
ど
の
よ
う
に
詠
む
か
」
自
分
独
自
の
言
葉
で
見
て
描
写
し

て
欲
し
い
。

相馬野馬追い観戦ツアー 相馬野馬追い観戦ツアー 
―バスで行く相馬ユートピア― 

特典1 相馬特選 
おみやげ付き 

特典2 夕食時ビール１本または 
ジュース2本付き 

●料金（税込み、1泊4食） 

60歳以上 
60歳未満 

中学生以下 

22,500円 
23,000円 

21,500円 

大　　人 

中学生以下 

24,000円 

22,000円 

市
　
民 

市
　
外 

定　　員 
 
 
 
締め切り 
企　　画 
後　　援 
主　　催 
申し込み 
 
問い合わせ 

日　　程 平成16年7月23日（金）～24日（土） 
文化会館（7：00）―東部公民館（7：20）―南
流山センター（7：40）―江戸川台駅西口千葉
銀行前（8：00）―常磐道―いわき湯本ＩＣ―ス
パリゾートハワイアンズ（入浴・昼食）―相馬ユ
ートピア泊 
相馬ユートピア―相馬水産物直売センター―
相馬野馬追い観戦（桟敷席・弁当付き）―常
磐道―流山市内 
40人（最少催行人員30人）※3人以上のご家族・
グループの場合は、１室ご利用になれます。た
だし、申し込み状況により変更の場合あり。2人
1室をご希望の方は相談を 
6月18日（金）※定員になり次第締め切り 
流 山相馬ふるさと振興公社 
流山市 
東急観光（国土交通大臣登録旅行業第38号） 
電話で東急観光千葉支店 
（@０４３－２４３－０１０９ ）へ 
コミュニティ課@７１５０－６０７６ 

1日目 

2日目 

 

▽日時＝6月19日�19時（キックオフ）～※
対横浜F・マリノス戦▽場所＝柏の葉公園総合
競技場（柏の葉スタジアム）▽対象／定員＝市
民／30組60人（多数抽選）▽申し込み＝往復ハ
ガキに郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号
を明記し、6月3日（必着）までに〒277―0083
柏市日立台1―2―50�日立柏レイソル営業グル
ープ｢流山ホームタウンデイペアチケット｣係へ
□問 �日立柏レイソル営業グループ�７１６

７－０７１７

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
者
と

標
語
・
作
文
を
募
集

献血にご協力を

▽日時＝5月21日�9時30分～
12時30分▽場所＝流山運転免許
センター▽献血のできる方＝16
歳～69歳の健康な方（ただし、
65歳以上の方は60歳から64歳ま
でに献血経験がある方）※献血
手帳がある方は持参　　　　　　
□問 保健センター�７１５４－
０３３１

8020運動「
八
十
歳
に
な
っ
て
も
、

自
分
の
歯
を
二
十
本
以
上
保

と
う
」
と
、
県
で
は
８
０
２

０
運
動
を
進
め
る
た
め
に
、

「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
出
場
者
お
よ
び
「
標
語
」、

「
作
文
」
の
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

市民30組60人を

指定席に無料招待

�������������������
�������������������
世界世界にたったひとつ 
オリジナル・ルアーをつくろう ！ 

世界にたったひとつ 
 オリジナル・ルアーをつくろう ！ 


